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低塩栄養指導の基礎的研究（第 5報）

ー指導開始年次による
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I はじめに

秋田県の脳卒中予防対策として，年次毎 3~4町村を

指定し．煎点的な保健栄義指導を実施している．

これら年次毎の比団別の指導開始時点および指導中閲

時・指導後に充る食塩摂取贔の椎移について報告する．

rr 調査対象および方法

A.調査対象・期日

昭和50年指導聞始

秋田兒大糾村・人田町・雄勝町・由利町

男226名 （A庄団） 女242名 (a集団）

昭和53年指導聞始

秋川県合川町・西木村・稲川町

男 161名 (13) 女203名 (b)

昭和55年指導聞始

秋田県八郎潟町・河辺町・附外村・半鹿町

男211名（ C) 女 293名 (C)

以上，年齢は45~59歳の主として殷業従事者てある。

』.',j杏期日はA・ a集団は昭和50年10月， B • bは53'.「

10)'], C • cは55年10月の連続2日間を凋否した．

B.調査方法

栄捉謁白は面接聞きとり力式 (MMR方式）1）によった．

血液検杏はヘモグロピンはジアンメトヘモクロヒン＇法

で保健所が測定し，血泊総コレステロールは酵素法で灯

所の成人病利か測定した．

C.指導方法

指導方法は，低塩指羽をすすめるための貝体的な方以2i

を柚本に行なった．

lII 調査成績および考察

昭和5()町指唸I}tl始で549「終了吐の隻団，男！＼・女a,

昭和53什指遵IJ廿始で55年中間時の仕団，男B・女b,11召

＊秋田県衛り：科学研究所＊＊秋田原公衆術仕課 一
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和55年指導開始の集団．男C・女 Cの指導開始時点，中

問時点，終了時点てそれぞれ比較し検討してみる．

A．食塩摂取量の推移

最初に指導を開始したA・ a隻団の昭和50年スタート

時点の 1人 1日当たり早均食塩摂取口は図 1.1こ示したよ

うに．男 19.9 g・女 16.6 g,指導 5年後1こは男］6l g 

（指埠開始時よりー 3.8g • P<0.001て有意差あり）・

女 13.9 g (-2, 8 g • Pご0001)とゆるやかなカープ

て低値に変化した．

B・b隻団は昭和53年に指導開始，この時点てはA.

a比1-J]の聞始時とほとんと変わら信く，男 19.I g・女

15. 6 gである．

指尋中間時 3f「後のli{Hn55灯ては，男 12.5g(-6.6

g • P < 0.001) ・女 10.7 g (-U g • P < 0 001) 

と男女とも短期間で低水準に，しかも有臼て摂取差も顕
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苫であな

この B·b 集団の指導中間時点の摂取量は， A•a 集

団の指導 5年後の摂取量より，男女とも有意に CP<

0.001)低レペルに達した、・

昭和55年スタートしたC.C集団では．開始時点で男

14. 7 g・女 11.3 gと A• aおよびB • b集団開始時点

より，かなり低水準におり， A• a集団の指導終了時点

よりも低摂取を示している．

また， B集団の中間時点より Cの開始時点は多いが（

P<0.001), bの中間時点と Cの開始時点では有意な

差はみられない．

これらは，昭和5]年 1月より制始した秋田県円での低

塩キャンペーン3).さらに， 54年 1月よりアプローチし

た北海道・東北地域での「北から低塩食生活改善運動」4)

の実践活動による浸透と，指導技術効率と住民の対応息

識の変化によるものと考察される．

B．栄養素および栄養素比較の推移

エネルギーの摂取量い，図2．にぷしたように，｝旨尋後

何れも低摂取を示した．

これを適正な評価をするため，個人毎のエネルギー所

要景（昭和54年までは年齢・性・労作によるエネルキー

所要鼠Sl, 55年からは年齢・性・休重・労イ乍こよるエネ

昭和 50 53 .]4 55年
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）レギー所要量6))の荷重平均に対する充足率で検討し

てみると．

A10C?6→-3% a-2%→ー 9冤

B-3→ -5 b -19→ -17 

C 6 c -9 

A • a集団では低塩化に伴う．食事総量と関連しエネ

）レギー充足率の低下力ゞまぬかれ得なかった．

第2次指定のBで1ま僅少の差であり， bで（ま充足率力ゞ

低いが改菜された．

A• a •B • C・C何れの集団でも必要なエネルギー

に対する充足率（ま土10％面囲ての変化である．

食塩摂取推移とエネJレギー摂取は推移のカープカゞ近似

しているが． A集団を除き．実質的エネルギー摂取差の

変化は少ない．

脂質はA・a, B • b梨団とも増える！頃向をみせ，脂

質エネルギーJ:に動物性1]昔質比も同じ傾向にある．

たん白質は何れも減少傾向がみられるが，何れの集団

でもたん白質所要量の荷重平均 5,6)を上回る範囲I：年での

変化である．

集団最低値 bの昭f□55,jのたん白質的．1gは荷重平
均に対する充足率＋ 0.1である．

しかし，今後は十分なたん白質摂取向上の指導を強め

ていくべきであろう．

動物性たん口質比の推移を図 3．に示した．

指導により，何れの集団も高率に変化した．

50 53 54 55 
昭和 年

図2 集団の年次別栄養素摂取量の変化（ 1人1日
当たり• M±S.D.) 

％
 8

6

2

 

4

4

4

 

玉

．

一

』

こ

く

ぶ

ギ

一

苓

苫

五
x

[

E

N

％
 

0

7

 

4
 

6
 

5
 

4
 

8̀913 

が 6112
ヽ
ヽ

3

3

 

図

44 •-
C 4a•11 
●O 

C 43,10 

B-6•612.7 

5
 

ー

3

+

-

2

9

0

8

 

,
m
g

3
 

苓
2

c

o

、̀
2
、
．

‘、

34
 

.

o

 ゃ｝ 
i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

]
 

ー2
 
+―― oi
 

を
a゚
 

集団の年次別栄養素比率の変化(1人 1日当
たり• M士S.D.)
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指導前の動たん比レベルは何れの集団も42~43％と低

率にある．

次にナトリウム・カリウム比は 1: 1が望ましい比率

であるが，指導後何れも低値を示した．

しかし， Na/K比を低値にしたのは食塩（ナトリウム）

の低摂取であり，カリウムは a隻団以外何れも低値に推

移し，今後積極的な低塩指導として，野菜・果物・海草

などカリウム食品の摂取対策を図るべきであろう．

C．食品群別摂取量の推移

食品群の摂取状況を図4．に示した．

野菜漬物・みそは何れの集団でも顕著に改善され，食

塩摂取カーブとほぼ平行している．

各世帯で調杏時の10月に最も多く食べ．頻度の高い漬

物1種類を収且」し．食塩濃度を測定し集団毎の平均値を

求めた．

漬物の食塩濃度の変化は． B集団の 1年後が低値を示

し継続されている．

Aは指導前測定しなかったか，中間時より低濃度で推

移している（図 5.).

みそ汁食塩‘濃度は， A集団は1.23％が指導後1.02% 

で0.21％低下した．

B集団は 3年間で 0.18％低下し，AおよびB集団の指
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導後と C集団指導開始時とは，ほぼ同水準にある（図6.).

緑黄色野菜はAを除き改善がみられた．

魚介類の摂取は減り，肉類・卵類の摂取向上の傾向を

示した（図 7.).

D．生体測定値の推移
生体測定値は， A•a 集団は昭和52年の中間時より測

定し，何れも 3年間の推移を比較した．昭和52• 53年の

スタート時点は何れも集団間に有意な差はみられない．

血圧値の変化を図 8．に示した．

A• a集団では最大血圧 (P< 0 05 • P < 0. 01), a 

の最小血圧 CP<0.01)が低下の差を示し， B • b集
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以 集団の年次別つけもの平均食均濃度 (M士S.D.)
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A:大雄村・人II「1,::f 9, l" •由利町（男女： 9．9('’、!-478→S. 54N 
B:合川町・じり木村・秘川町（男女： S.53N=366→S,55N-191) 

C "＼郎i月町・河辺町・ 1,」外村・平鹿町（リJ女： S.55N-504) 

集団の年次別みそ汁の平均食塩濃度 (M土S.D.)

-157-



団では変化がみられない．

血清総コレステロール値およびヘモグロビン値の変化

を図9．に示した．
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a : しぅ 5 9 N = 51 

コレステロールのB • b (P<0.01 • P<ODOl), 

へモグロビンa(P<0.01), B • b (P<0.001)集

団は釘意に高水準に変化した．

w まとめ

昭和50年から重点的濃密な栄養指導を開始した．

年次毎の集罰毎食恥円取量と 1閃連戌鮎の変化は．次しう

とおりである．

1. 昭和50年に指畔を開女合し1こA （男） ・a （女）且

団の 1人 1日当たり平均食塩摂取量は，男 19.9 g・女

16. 6 g,指叫 5年後に（ま男 16.l g（指均開始吐より一

3. 8 g)・女 13.9 g C ・・--2. 7 g)とゆるやかなカープで変

化した．

B • b集団は53年1こi旨導開始，この時点では A・ a隼

団の開始時とほとんど変わらない男 19.1 g・女 15.6 g 

である．

指導中間時3年後の55年では，男 12.5 g (-6. 6 g) 

・女 10.7 g (-4. 9 g)と短期間で低水準に，しかも

摂以えも顕著である．

55年にスタートしたC.C集団では，開始時点で男

14. 7 g・女 113gと A・B集団の憫始時点よりかなり

低水準にあり， A•a 集団の指導終了時点よりも低摂取

をぷした．
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2. エネルギー・たん白質摂取量ぱ，各集団とも減少

傾向がみられたが．個人毎のエネルギー・たん白質所要

量の荷重平均に対する充足率からみると．ほぼ士10％範

囲内の変化である．

3. 脂質エネルギー比，動物性たん白質比．ナトリウ

ム・カリウム比何れも指導後，好ましい変化をみせた．

4. 食品群別摂取量の推移は，漬物・みそ・魚介類が

減少し．緑黄色野菜・肉類・卵類の摂取向上がみられた．

5. 血圧値最大はA• a雙団，最flヽのaが低値に， I［Il
泊総コルステロールのB • bおよびヘモグロビンのa,

B • b集団が有意で討値に描移した．

以上これらは．昭和51年より行なわれている低塩食仕

活改善運動の実践活動による浸透と指導技術効率と住民

の対応意識の変化によるものと考えられる．
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